@' お で こ ご 」 に 人 気 、 コ ブダ イ 

コブ プ ダイ は タイ の 名 が 付い て いる の で タイ の 仲 
間 と 思わ れ が ち で す が 、 実 は ベラ 科 の 台 で す 。 茨 
城 県 お よび 新潟 県 以 南 に 分 市 し 、 沿 岸 の 岩場 に す 
ん で いま す 。 

コ プ ダ イ の 特徴 は み は で こ に ある 大 き な コ ブ で 、 
メス も オス も 成長 に 伴 な つて 大 きぐ な り ま す 。 コ 
ブダ イ の 顔つき を よ ぐ 見 る と 、 お で この コブ の 他 
に 、 ぐ ちび る が 厚く 、 下 あご が ふぐ くらみ 、 そ し て 
上 下 8 本 の 前 歯 で どこ と な ぐ 人 間 の 顔 に 似 て いま 
す 。 そ の だ め ガ 、 特 に コ プ が 大 きぐ な る オス の コ 
プ ダ イ は お 客 様 の 人 気 者 で す 。 

コブ ダイ は 磯 根 に な わ ば り を も つ 魚 で 、 ま だ 繁 
殖 期 に は 同じ 大 き さ の オス と 争う 習性 が びあ り 、 民 
い オ ス は 傷つけ られ て し まう こと も あり ます 。 

水槽 の 中 に いる 時 の コ プ ダ イ は 侯 礁 の 中 や 岩 か 
げに いる こと が 多い の で す が 、 時 お り 泳 ぎ ま わ る 
よう す は 「 水槽 の 中 の ボス 」 と いう よう な 買 禄 さ 
えつ が が わせ ます 。 今 まで 平然 と 泳い で いた だ 他 の 
遇 を ち が コ ブダ イ が 通る 道 を あけ る か の よう に サ 
ツ と 逃げ る シー ン が し ば し ば 見 られ ます 。 ま だ 餌 
の 時 間 に は 係員 が 水槽 の そば に 立つ と 、 ま つ 先 に 
コ プ の ある お で こ を 水面 上 に 出し な が ら 近づい て 
きま す 。 そ ん な 時 は 、 話 し か ガ け て み だ ぐ な る ほど 
人 な つつ こぐ 、 な か な か が わい いも の で す 。 

ご の よう な 体つき や 動作 に 独特 な 雰囲気 を も つ 
て いる コブ ダイ は 、 今 や シー ワー ルド の スタ ヤー の 
一 上 員 と も な つて いる 台 で す の で 、 人 外形 だ け で な ぐ 
泳ぎ 万 や 他 の 談 と の 関係 も よ ぐ 見 て 下さ い 。 


ムコ プ ブダ イ SercossypAzs 7eficg/orws 


世界 の 自 鈴 を わた し 達 の 手 で 護り まし ょ う / | 


e 会員 に な り だ い 万 は 入口 の 綴 全 案内 所 に 倒 相 談 こ だ さい 。 
e 会 世に は パン ダ の バ パッチ ヂ と 月 判読 の 会 直 が 送 誰 され ます 。 
※ 会 細 は 年 額 3.000 円 で す 。 

財団 法人 世界 野生 生物 基金 日 本 委員 会 


〒106 東京 都 港 区 麻布 台 2-4-539 京 ビル (03)434-2221 
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@ ア ゴ ヒ ゲ ア ザラ シ 


日 本 の 周辺 に は 、 ゴ マフ アザ ラ シ 、 ワ モン アザ 


フシ 、 ツラ カジ アサザ サラ ネ ヽ ゼニ ガタ ル ザ ラミ ア 
ゴビ ヒゲ アザ ラ シ の 5 種 類 の アザ ラ シ ガ 生息 し て い 
ます 。 ご この うち アゴ ヒゲ アザ ラ シ は 生き て 捕獲 す 
る 機会 が 極め て 稀 で 、 幻 の アザ ラ シ と 言 つて も 過 
言 で は あり ませ ん 。 昭 和 58 年 ら 月 、 北 海道 の 紋別 
で 偶然 に 捕獲 され 、 当 館 に や つて 来 だ の が 、 今 回 
ご 紹介 する オス の アゴ ヒゲ アザ ラ シ 「 ゲ レー ト 」 
で す 。 ア ゴ ヒ ゲ ア ザラ シ は 名 前 の 示す よう に 、 長 
い ヒ ゲ が 多く ( 約 200 本 ) 生え て いる の ガ が 特徴 で 、 
日 本 周辺 の アザ ラ シ の 中 で は 最も 大 きぐ 、 体 長 2.2 
m、 体 重 250kg に も な り ま す 。 ま だ 前 アシ の 形 が 
円 く な つて いる 事 や 、 乳 頭 が 4 つ あ る ( 他 の アザ 
ラ シ は 2 つ ) な ど 、 他 種 と は 違 つ だ 特徴 を も つ ア 

ザラ シ で す 。 
グレ ー ト は 、 は じ め 体 長 123cm、 体 重 87kg で し た 
が 、 約 1 年 後 の 現 在 で は 体長 155cm、 体重 114kg に 
も な り ま し た 。 が か が ら だ は 大 きい の で す が 、 ま だ ま 
だ 供 の アザ ラ シ で す 。 人 笠 の 間 は アザ ラ シ プ ブー ル 
で 展示 し て いま し だ が 、 署 さ に 騰 いと 言わ れ て い 
る だ た だめ 、 気 温 の 上 り は じ め る 春 か ら 、 冷 房 完 備 の 
セイ ウチ プー ル で セイ ウチ 君 と 同居 させ 飼育 し て 
いま す 。 ご この グレ ー ト が 加わ り 、 当 館 は 日 本 で 唯 
一 、 日 本 に 生息 する ヒレ アシ 動物 の 全 種 類 を 飼育 
し た だ 事 に な り ま す 。 ま だ あま り 知 られ て いな い ア 
ゴビ ヒゲ アザ ラ シ を より 多く の お 客 様 に 御覧 いた だ 
ぐ と 共に 、 不 明 な 点 の 輝 いこ の めずらし い ア ザラ 
シ の 生態 や 能力 を 調べ て ゆき だ いと 考え て いま す 。 
(荒井 ) 


の 誕 。 
皇 、 皇后 両 陀 下 に は 、 昭 和 59 年 の 月 22 日 か ら 

24 日 まで の 3 日間 、 南 房総 へ 度目 の 行幸 店 あ そ 
ば され 、 鴨 川 シ ー ワ ー ル ド は 初日 、 月 22 日 に 天 
皇 陸 下 の ご 来 了 臨 の 栄 準 を 賜わり まし だ ただ 。 

当日 、 特 別 区 車 で 定 交 の 午後 1 時 すぎ 、 安 記 鴨 
川 駅 に ご 到着 に な り 、 ご 料 車 で 太 海 フ ラ ワ ー セ ン 
ター へ 向 ひ か われ まし だ た 。 春 の 早い 南 房総 で 、 花 の 
香り を 楽し まれ だ あと 、 天 皇 陸 下 お ひと り で 、 鴨 
川 シ ー ワ ー ル ド の ご 視察 を いた だ だ き まし た 。 
午後 9 時 6 分 すぎ ご 到着 、 曇 り 空 か ら 日 の さ 
し は じ め だ 中 を 出 村 徳 衝 社 長 、 山 本 孝介 会 長 、 伺 
約 山 夫 水族 館長 を は じ め 職員 の 奉 錠 に こたえ ら 
れつ つ 、 社 長 の ご 先導 に より 、 ベ ルー ガ の 水中 シ 
ヨー が 漂 じ られ る マリ ン シ ア ター へ 歩 を 進め られ 
まし た 。 ご 着席 後 、 社 長 より 行なわ れ ま し だ た 当館 
の 概要 説明 に 対し 、 陸 下 に お か れ ま し て は ご 熱 羽 
に お 聞き 頂き 、「 今 後 共 、 社 会 教育 の た め に 一 必 
の 盟 力 を 望み ます 」 と の 異 岡 の お 言葉 を 賜わり ま 
し だ 。 そ の 後 、 水族館 長 の 御 説明 で ベル ー ガ の 水 
中 シヨ ー カ ら 御 視察 いた だ き 、 蝶 席 し だ 市 内 の 幼 
稚 園 見 だ ちと ご 一 緒 に 、 シ ャ チ 、 イ ルカ の ショ ヨー 
を 楽し まれ まし た 。 陸 下 か ら 「 ど う 、 お も し ろか 
つ だ 」 と お 声 を か けら れ だ 園児 が 、 想 張 の あま り 


だ だ こつ くり と うな ず ぐ ひと コマ も あり 、 と て も 
な ご や が ガ な 雰囲気 で し た 。 

つづ いて 、 シ ー ワ ー ル ド 内 に ある 国際 海洋 生物 
研究 所 で は フラ ゲ の 仲間 の ヒド ロ 虫 類 や トラ ザ メ 
の 卵 を 顕微 鏡 で ご 観察 いた だ きま し だ た 。 特 に 隊 下 
の ご 専門 で あら れる ヒド ロロ 中 類 に つい て は 、 大 変 
ご 関 届 を 持 だ れ だ ご 様子 で 、 予 定時 間 を 15 分 も 延 
長 し 、 関 係 者 を と ま ど わ せる 一 場面 も や あり まし た 。 
また だ 、 水 族 館 本 棟 の パン ノリ ウム で は マン ボウ 、 
チ ウ オ を は じ め 、 召 種 の 日 本 近海 産 水族 や 国立 極 
地 研 究 所 から 委託 飼育 中 の 南極 産 水族 等 を ご 熱 選 
に ご 視察 に な られ まし た 。 ご 出発 前 は ご 先導 役 の 
社長 、 ご 説明 役 の 水族 館長 を は じ め 職 員 一 同 に 対 
し 暖か い 労い の お 言葉 を 賜わり 、 職 員 の ご 奉 送 の 
中 を 、 当 日 の 宿 韻 へ と お か われ まし た 。 鴨川 シー 
ワー ルド と し て は 、 今回 の 天皇 陸 下 行幸 に つき ま 
し て は 真 に 栄 営 の こと で あり 、 参 後 共 、 ま すま す 
内 容 の 充実 を は か り 、 皆 様 に 愛さ れ 親 し まれ る 水 
族 館 に し て い ガ な けれ ば と 、 あ ら だ め て 、 届 に 次 
つた だ 一 日 で も あり まし た 。 そ し て 、 ご の 栄誉 を 未 
永く 記 意 する だ め 、 正 面 入口 の シヤ チ モ ニ ユメ ン 
ト 前 に 、 自 然 石 に よる 行幸 記 意 碑 が 建立 され まし 
た だ 。 (水族 館長 鳥羽 山 ) 


4 日 本 近海 産 水 族 を ご 見 学 に な られ る 陸 下 。 


則 基 | 人 咽 大 遼 


ムシ ャ チ 、 イ ルカ ショ ー を 楽し まれ る 陸 下 。 TA 声 を お か け に な られ る 陸 下 。 


| 北海 の 使者 セイ ウチ 君 登場 / 』 


昭和 58 年 12 月 8 日 、 ソ 回 国 営 航空 の エア ロフ ロー ト 
機 が 成田 に 到着 し まし た 。 ご の 飛行 機 に は 、 新 し ぐ 鴨 


川 シ ー ワ ー ル ド に 仲間 入り する ぢ 頭 の 「 北 海 の 使者 セ モ j 


イ ウ チ 君 」 が 乗 つ て いま し た 。 


関係 者 が 見 守る 中 、 モ スク フワ か ガ から の 長旅 に も か ガ わ 本 講 
らき 無事 シー ワー ルド に 到着 し た セイ ウチ は 、 体 長 125 


cm、 体 重 96kg の オス と 、 体 長 127cm、 体 重 99kg の メス で 、 
共に 1 ゴ 未 満 の まだ 、 子 供 の セイ ウチ で し た 。 幼 獣 の 
だ め セ イ ウ チ の 特徴 の 1 つ で ある 大 き な キ バ は 、 ま だ 
見 られ ませ ん で し だ が 、 口 の 中 に は 1 cm ぐら い の か わ 


いい キバ が ガ 生 えて いま し だ 。 好 物 の 内 の むき身 や イカ 、 隊 


エピ 、 台 の 三 板 お ろ し な ご ど 種々 の メニ ユー を 用 意 し た 
り 、 飼 育 場 に 水 を いつ ぱい 敷き つめ 、 ふ る さと の 永 海 
の ハード 作 り を し たり し て 歓迎 の 準備 を し て いま し た 


が 、2 頭 の セイ ウチ は 新しい 環境 に と ま ど つ て いる の 
ガ 、 エ サ や 永 に は 見 向き も せ ず クリ クリ し だ た まん 丸い 
目 を キヨ ロキ ヨロ させ て 、 あ だ り の の 様子 を うか が いな 
が ら 時 尽 、 ワ ン ワ ン と 犬 の 鳴き 声 の よう な お 声 を 出し 、 
メス と オス が 寄り 添 つ て 動き まま わ つ て いま し た 。 翌 
日 目 の 朝 に な る と 、 も うす つか り 新 し い 飼 育 場 に も な 
れ だ の か ガ 、 係 上 員 が さ し 出 す エ サ を 吸い 込ん で だ べ る よ 
うに な り ま し た 。 日 増し に 食欲 も 増し て き て 、 係 員 の 
スキ を 見 て は 、 エ エサ の 入 つ だ バケ ツ に 顔 を 突 込 ん で だ 
べ 始 め 、 終 る まで パケ ツ を 放さ な いよ うに さえ な り ま 
し た 。 だ べ 終 り 、 パ ケツ か ら 顔 を 上 げ だ 時 に は 、400 本 
近い ヒゲ の まわ り に エサ の カス が いつ ば いつ いて いて 、 
「 い だ ざら 坊主 」 の よう な ユー モラ ス な お 顔 に 変身 し て 
いま し だ た だ 。 こ うし て 、93 ケ ヶ月 後に は 、 オ ス 体 長 140cm、 


4 


4 新しい 飼育 舎 は 冷房 完備 。 


ム 赤 ん 坊 の よう に ミル ク を 飲ん で スク スク 育つ 。 ^ アゴ ヒゲ アザ ラ シ も 仲間 入り 。 


ンク ぁ 


4 食事 の あと は イタ ズラ 坊主 の 顔 に 変身 。 4 ム オス 「 タ ッ ク 」、 メ ス 「 ム ッ ク 」 に 決定 。 


体重 131kg、 メ ス 体 長 143cm、 体 重 151kg に も 成長 し まし 


だ 。 セイウチ は 、 寒 い 氷 の 海 に 生息 し て いる 海獣 で す 


か ら 、 春 か ら 夏 に か け て 急 に 暖か ぐ な る 日 本 の 気候 で 
は 周年 、 屋 外 で 飼育 する こと が 困難 で す 。 そ こ で セイ 
ウチ 専用 の 気温 、 水 温 が 調節 で きる 室内 飼育 場 を 準備 
する こと と し 、3 月 15 日 完成 し 、9 月 18 日 早朝 引越 し 
が お こ な わ れ 、 ご の 日 か ら 新居 で の 一 般 公開 が 開始 さ 
れ ま し た 。 新しい 飼育 昔 で は 、 気 持 良さ そう に プー ル 
の 中 を 泳ぎ まわ り 、 遊 び 道 四 と し て 入れ だ 浮 王 、 浮 玉 、 
ピ ニ ー ル ホー ス な ど を 使 つ て 良く 遊ぶ こと が 見 られ ま 
し だ 。 ま だ た 、 ベ ツ ド を 用 意 し た と ころ 、2 頭 で お し 合 
いな が ら 仲 良く ベツ ド で 寝 て いる こと も 見 うけ られ る 


穴 よう に な り ま し た 。 係員 に も 良く こなれ 、 係 員 の ヒザ の 
上 で 寝 て し まう こと さえ 、 し ば し ば あり まし た が 、 あ 


まり に も 重い の で 、 最 近 で は 係員 の 方 けら えん り よ さ 
せ て も ら つ て いま す 。 春休み か がら ゴー ルデン ウィ ー ク 
に か け 、2 頭 の セイ ウチ の 愛称 を 募集 し た と ころ 、 だ 
ぐさ ん の 万 々 ガ ら の 協力 を 得る こと が で き 、 そ の 中 か 
ら オ ス は 「 タ ッ ク 」、 メ ス は 「 ム ッ ク 」 と 名 づけ られ 
まし た 。 セイ ウチ は 成長 する と 体長 3.6m、 体 重 の トン 
に も な り 、 キ バ は 最大 1 m の 長 さ に も な の ます 。 セ イ 
ウチ の 飼育 の 歴史 は 、1608 年 イギリス で 初め て 飼育 さ 


誕 れ 、 現 在 で は 6 ケ ヶ国 (アメ リカ 、 ソ 連 、 西 ドイ ツ 、 オ 


ラン ダ 、 デ ンマ ー ク 、 日 本 ) 12 園 館 で 飼育 され て いま 
す が 、 シ ー ワ ー ル ド で も 新 し ぐ 仲 間 入 り し た この セイ 
ウチ た だ たち を これ か ら も 大 切 に 飼育 し 、 成 長 し た 次 を 皆 
様 に 見 て いた だく よう 、 係 員 一 同 努力 し て ゆめ ぐつ も り の 
で す 。 

(平塚 ) 


ワッ ペン 列車 ベル ー ガ 号 

5 月 13 日 と 5 月 20 日 の 両日 、 ワッ ペン 烈 車 「 ベ 
ルー ガ 号 」 が 運転 され まし た 。 ご の 列車 は 、 春 の 
一 日 を シャ チ や イル カ な ど 海 の 動物 達 や 、 太 平 洋 
を パッ ク に 咲き 誇る ユリ や ガー ベラ な どの 花々 を 
見 学 し て も ら お うと 、 千 葉 鉄 道 管理 局 が 企画 し だ 
日 帰り ツア ー で す 。 列車 名 は 当館 の 人 気 者 「 ベ ル 
ー ガ 」 より 名 付け られ だ も の で 、 両 国 駅 を / 時 37 
分 出発 。 車内 で は 、 抽 選 会 な ども 行なわ れ 、 和 気 
あい あい と し た ムー ド で し た 。 シー ワー ルド 到着 
時 に は シャ チ や ベル ー ガ 、 セ イ ウ チ 等 の ぬい ぐる 
み が 出 迎え 、 参 加 者 全員 に 記 意 品 ガ プレ ゼン ト さ 
れ ま し た 。 シ ャ ヤ チ ・ イ ルカ ショ ー を は じ め 、 ベ ル 
ー ガ ショ ヨー、 水 族 館 な ど を 見 学 し だ 後 、 鴨 川 発 15 
時 3 分 で 全員 無事 泉 
し い 思 い 出 を 胸 に 、 8 
それ ぞ れ の 家路 に つ 
きま し た 。 (村田 ) 


一 宮 海 岸 で 保護 され だ オツ ト セ イ 
昨年 12 月 24 日 に 千葉 県 一 宮 海岸 で オツ ト セ イ の 
幼 獣 が 保護 され まし た 。 釣 人 が 波打ち 際 で ぐつ だ 
り し て いる の を 発見 し を も の で 、 か な の 衰弱 し て 
いま し だ 。 ご の オツ ッ ツ ト セ イ は 、 警察 の 配慮 で シー 
ワー ルド に 運び 込ま れ ね まし だ が 、 体 長 68cm、 体 重 
5kg の メス で 、 前 肢 に スリ 働 が あり 、 目 は 曰 内 障 
を 患 ら つて いて 、 ほ と ん ど 視 力 が あり ませ ん で し 
だ 。 オッ ト セ イ は 、 国 際 条 約 で 捕獲 が 禁止 まれ て 
いて 、 主 可 無 く 保護 する こと も で き な い だ め 、 水 
産 庁 へ 連絡 し 事情 を 説明 し た と ころ 、' 体力 が 回 復 
し 元気 に な つた ら 海 に 放し て 下さ い 。 と 言わ れ ね 、 
一 時 あず か る こと に し まし だ 。 お がい ほ う の か い が 


あつ て 、 今 で は 小 駒 も 自分 で 食べ られ る よう に な 


り ま し だ 。 早く 目 も 
治り 、 海 に 返す 日 が | 
来る の を 待ち に し 
て いま す 。 

(毛利 ) 
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オキ ナ エ ビ ス の 展示 

4 月 12 日 、 東 京 湾 富 山 沖 、 水 深 80m の 海 克 に し 
が け だ 手島 照雄 さん の ヒラ メ 網 に 殻 の 高き ザ /cm 
ほど の オキ ナ エ ビ ス が か がかり 、 当 館 に 搬入 され ま 
し た 。 オ キナ エビ ス の 仲間 は 、3 億 年 も の 昔 に 繁 
栄 し だ 巻 具 で 生き だ 化石 こし て も 知ら れ 、 現 存 す 
る 巻 具 の 内 最も 原始 的 な 特徴 を 残し て いる も の で 
ず 。 日 本 近海 か ら は 5 種類 ほど 発見 され て いま す 
が 、 い ざれ も 採集 数 が 少な いこ と か ら 見 類 研究 家 
の あこ が れ の 上 貝 と し て 探し 求め られ て いま す 。 ま 
だ オキ ナ エ ピ ビス は 、 日 本 で 最初 に 発見 され だ 明治 
9 年 に 40 円 (現在 の 約 100 万 円 ) と いう 大 区 で 大 英 
博物 館 に 引取 られ だ だ め 、 長 者 具 と も 呼ば れ ね てい 
ます 。 ご の 話題 が 多く 、 学 術 的 に も 貴重 な 具 を 多 
ぐ の 人 に 見 て い だ だ 
こう と 、4 月 26 日 か ら 
展示 を 始め まし だ た 。 
( 津 崎 ) 


「 潜 水 艇 ドル フィ ン 2000」 

ミズ フラ ゲ や イバラ マタ ツ な ど 変 わ つ た 生態 を も 
つ 生 物 を 集め て 展示 し て いる 置 水 模 コ ー ナ ー は 、 
ゴー ルデン ウィ ー ク を ひか ガ え だ 2 月 未 に 模様 変え 
され 「 港 水 艇 ドル フィ ン 2000」 と 名 付け られ まし 
だ 。 西 歴 2000 年 の 未来 の 海底 バス の 中 か ら 海 中 を 
観察 する よう な ムー ド を 作り 出し 、 サー チラ イト 
を 操作 レ し て カニ を さがす 水槽 や 周期 的 に 大 波 が 押 
し 寄せ て 来る 水槽 な ど 、 楽 し < 遊 びな が ら 生 物 の 
生態 が 学べ る よう に 工夫 され 、 特 に 磯 波 の 観察 水 
槽 で は 波 に も まれ て も じ よ うず に 岩場 に 隠れ る 小 
魚や 岩 に し つか りつ か まつ て いる カニ と イソ ギン 


チャ ク の 様子 な ど が 観察 で き 、 突 然 の 大 波 に チビ 
ツ コ も 大 は し ゃ ぎ を し て 楽し り めで いま す 。 そ し て 


。 | 


いつ と は な し に チビ ピ 
ツ コ 店 か がら 「 ピ ッ ク 
リ 水 槽 」 と 呼ば れる 
よう に な り ま し た 。 

(森田 ) 


